
８月26日（日）　10:30-12:30

定員　60名　入場無料　事前申込不要　

会場　埼玉県立がんセンター南館講義室

交通　ニューシャトル丸山駅下車　徒歩５分

問合せ先　埼玉県立がんセンター　臨床腫瘍研究所　048-722-1111 内線4612

‐がんの成り立ちを考える‐ 

講演1　RNAワールドとがん  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究所　　神津　知子

講演2：　がんの成り立ちを考える：研究室から病室へ  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究所　金子　安比古

埼玉県立がんセンター臨床腫瘍研究所では、毎年夏に高校生を対象としたサイエンス・サ

マースクールを開催しています。今年も、２泊３日のサイエンス・キャンプとして実施しますが、

キャンプに参加できない人にもがんに対する興味、関心を高めてもらう機会になるように、キャ

ンプの一環として公開講演会を開催します。高校の生物の教科書で学ぶDNA、遺伝子、変異

などの基礎知識がヒトのがんの成り立ちにどのように関わっているのか、研究の成果はどの

ように治療に応用されるのか、最新の話題も含めてわかりやすくお話します。 

対象： 高校生・高校教員
          一般の方、当センター入院の患者様、
          ご家族のご来聴も歓迎いたします。

埼玉県立がんセンター・臨床腫瘍研究所 主催

2012 サイエンス・サマースクール
公開講演会

入口


